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基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 豊かな海と産物を活かした水産業

本町の水産業は、豊かな漁場や良好な漁港といった強みから、愛知県内最大の水揚げ量、県内最多の漁業従
事者を擁しています。また、水産業は本町の重要な観光資源でもあり、町民にとっても南知多町の象徴的な存在
です。　一方で、漁場の環境悪化による漁獲量減少や燃料費高騰などのコスト高、食生活の変化による消費量
減少など、経営環境が悪化し、従事者の高齢化や後継者不足が続いています。

経営が安定し、水産業従事者や就業希望者にとって魅力ある水産業を目指します。
また、若者をはじめとした町民にとっても、観光客にとっても、美味しい海の幸が本町の魅力であり続け、本町産
業全体の価値創出の源泉であり続けることを目指します。

・水産資源の持続可能性を確保するため、漁場の造成や水質の改善などの環境保全、栽培漁業や資源管理型
漁業を推進します。
・新型感染症の拡大による消費の減少に対応するため、インターネットによる販売などの取り組みを支援します。
・水産業者等の設備の近代化支援により、生産性向上や、水産業従事者の就労環境の改善、衛生管理の強化
を図ります。
・現代の生活スタイルに適した加工品、市場に出荷しても安い魚種の有効活用、輸出力の強化など、販売の安
定化と高付加価値化を図ります。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

漁港一般管理費 建設課
町管理漁港である4漁港（大井、日間賀、山海、豊丘）の一般
事務を実施します 850 667 Ａ  

4-06-
7

港湾一般管理費 建設課 町管理港湾である内海港の一般事務を実施します 241 372 Ａ  
4-06-
18

港湾施設維持管
理費

建設課 町管理港湾の施設維持・修繕等を実施します 7,036 5,189 Ａ  
4-06-
19

漁業振興対策事
業費

産業振興課
漁業生産基盤の向上や漁村・漁場環境の保全ならびに漁業経
営の安定化を図ります 38,360 330,956 Ａ 2-46

4-07-
9

栽培漁業振興対
策事業費

産業振興課
「獲る漁業」から「育てる漁業」への推進を図り、漁業経営の安
定化を図ります 5,532 3,764 Ａ 2-47

4-07-
10

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9580  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○マルシェや市などに参加し、地元の水産物を楽しみながら購入する（個人）
○地元の水産物の魅力（おいしさやレシピなど）を口コミやSNSで情報発信する（個人・事業者）
○旬の地元水産物をメニューや品揃えに取り入れる（個人・事業者）
○浜清掃に参加（個人・事業者）、漁具を海に落とさないよう管理する（事業者）など

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①某、魚介捌きYouTuberのように、この町に有益な情報発信をしたい。個人のSMSではよく掲出している。漁獲→生け簀→魚屋で刺身→自宅で食べる。こ
れに馴れて離れられない。
②魚ひろば建て直し（拡大）、飲食店多数設置など。マルシェもやる。
③育てる漁業を漁業組合と連携して養殖可能な魚介類を育成して、地産地消や観光業との協業、就労人口増加を目指してもらってはどうか。
④漁協、市場の統合。
⑤インターネット発信で、地元の人より他県、他町の人の方がよく知っているようだ。情報（ＳＮＳ）を発信する。自分たちが地元の魅力を知ること。
⑥魚中心の食生活、できるだけ地元の新鮮な魚を食べるようにしている。年々種類によるが、漁獲量が減ってきている。漁師に聞いても原因がわからな
い。町や県で、原因を調べてほしい。魚がとれなくなれば、南知多町の存在価値はなくなり、限界集落になる。
⑦漁港にごみを捨てていかれる釣り客等が多いので、看板などをもっと立てキレイな港を目指したい。
⑧南知多町内であっても、地魚を出さない（養殖魚や冷凍ものを使って）飲食店や旅館がある。かたや地魚ふんだんに用いても立地などの条件でなかなか
繁盛できないお店もある。地魚提供店・認定制度（仮）のようなものを作って、ランクに応じて（ほとんど地魚 / だいたい地魚 / 一部地魚 など）認定マークを
掲げてもらったり、専用のサイトやマップをつくったりするのはどうか。地魚を出さないお店への意識向上の狙いもある。
⑨海岸清掃を行っているが、自分の活動がどれだけの価値があるが疑問に思うことがある。町は町民の活動を把握してほしい。
⑩最近の漁獲量の減少などの主な原因を、県などと協力し調査を行い、広く情報を伝えることが不安一掃と対策を打つカギになると思います。伊勢湾の埋
立（第二滑走路計画）や、福島原発の汚水の海洋放棄など、町の”反対”態度表明など必要と考えます。
⑪漁業者の高齢化が進み、後継者不足は深刻です。漁港の施設利用者も減少し、いずれ漁協は存続の危機に陥ってしまいます。老朽化し、使用しなく
なった施設もありますが、取り壊されず放置されて危険です。
⑫無印良品の会社はウイグル綿を使った製品を扱っているので組まないで。
⑬道の駅とか作ると良いと思う。
⑭漁業者自らが漁港を清掃すべき。海にタバコに吸い殻を捨てていないか？漁港の整備などで町や県や国が多額の支出をしている事をあたりまえとせず
にしてほしい。サラリーマンは仕事場を整備してもらえない。
⑮栽培漁業も注力すべきと考える。
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